
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 

＜家庭・地域の声＞ 

・ 「いじめはいけない」

ということを子どもた

ちはよく分かっている。

大切なのは、子どもを取

り巻く社会がいじめを

なくしていこうとする

動きをつくり出し、くり

返し働き掛けていくこ

とだと感じた。校区や地

域が子どもたちを支え

ていきたい。 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知102２校の取組」など、学校の道徳教育

推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 

＜子どもたちの声＞  

・ 出された意見はたくさんあるものの、もし本当にいじめが目の

前で起きた時、そのことができるのだろうかと思うものもたくさ

んあった。いじめられていると、大人に相談しにくいこともある

と思うので、周りの友達がサポートすることも大切だと思った。 

 

 

〇学校で行われる授業公開、学校行事など 

にできる限り御参加いただき、学校での 

子どもたちの様子を御覧ください。 

＜１・２年生では＞ 

〇わがままをしないで、規則正しい生活をする。  〇友だちと仲良くし、助け合う。 

＜３・４年生では＞ 

〇自分ができることは自分でやり、節度ある生活をする。〇相手を思いやり、親切にする。 

＜５・６年生では＞ 

〇より高い目標を立て、希望と勇気をもってくじけずに努力する。 

〇互いに信頼し友情を深め、男女仲良く協力し合う。 

 

 

 

〇ＰＴＡ活動「ＯＨＡＹＯプロジェクト」 

を活性化し、家庭や地域の中で、挨拶が 

行き交うようお声掛けください。 

＜子どもたちの声＞ 

・ いじめを起こさないた

めに、私は見て見ぬふり

をせず、止めるためにみ

んなで動くことが大切だ

と思った。もし、いじめ

られているところを見た

ら、自分だったら一人で

言うのは少し怖いと思う

ので、周りの人たちと注

意したり、先生に言った

りしたい。 

  また、自分は今までふ

ざけてたたいたり、うざ

いなどの言葉を言ってし

まったりしていたので、

意識してなくしていきた

い。 


